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今
回
は
副
院
長
で
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医
の
、

宮
池
次
郎
医
師
に「
胃
が
ん
の
内
視
鏡
治
療（
E
S
D
）」に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
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治
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S
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E
S
D
（
内
視
鏡
的
粘
膜

下
層
剥
離
術
）
と
は
、
胃
が

ん
の
早
期
治
療
法
の
一
つ
で

す
。
胃
の
壁
は
粘
膜
層
、
粘

膜
下
層
、
筋
層
の
３
つ
の
層

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
は
最
も
内
側
の
粘
膜
層

か
ら
発
生
し
、
早
期
の
段
階

で
は
粘
膜
下
層
ま
で
広
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

E
S
D
は
、
胃
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
、
胃
の
内
部
か
ら
粘

膜
層
を
含
む
粘
膜
下
層
ま
で

を
剥
離
し
、
病
変
を
一
括
切

除
す
る
治
療
法
で
す
。
こ
の

方
法
に
よ
り
、
広
範
囲
に

拡
が
る
病
変
で
も
一
括
切
除

が
可
能
と
な
り
、
正
確
な
病

理
診
断
も
可
能
で
す
。
外
科

手
術
の
よ
う
に
お
腹
を
切
開

し
た
り
、
臓
器
の
一
部
を
取

り
除
い
た
り
す
る
必
要
が
な

く
、
患
者
さ
ん
に
か
か
る
身

体
的
負
担
が
少
な
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、
適
応
症

例
で
あ
れ
ば
E
S
D
後
の
局

所
再
発
の
可
能
性
は
極
め
て

低
く
、
完
治
を
目
指
す
こ
と

が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
が

ん
が
粘
膜
下
層
の
深
く
ま
で

浸
潤
し
て
い
る
場
合
や
、
リ

ン
パ
節
や
他
の
臓
器
に
転
移

し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
は
、
E
S
D
で
は
な
く
、

が
ん
の
切
除
と
同
時
に
、
転

移
の
可
能
性
が
あ
る
リ
ン
パ

節
の
切
除
を
行
う
外
科
手
術

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
拡
大
内
視

鏡
、
N
B
I
（
N
a
r
r

o
w
B
a
n
d
I
m
a
g

i
n
g
：
紫
と
緑
の
２
つ
の

特
殊
な
光
を
照
ら
す
こ
と

で
、
粘
膜
表
層
の
毛
細
血
管

や
そ
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
が
強

調
し
て
鮮
明
に
表
示
さ
れ
る

観
察
技
術
）
な
ど
を
併
用

す
る
こ
と
で
、
早
期
診
断
と

E
S
D
適
応
診
断
に
役
立
て

て
い
ま
す
。
よ
り
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
の

で
気
に
な
る
方
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。


